
 

 

元気なまちづくり市政出前講座（7月 23日） 

「長野市公文書館の仕事と和紙公図」 

長野県公共嘱託登記土地家屋調査士協会より「元気なまちづ

くり市政出前講座」の依頼があり、当館専門主事が約 2時間に

わたって公文書館の諸活動や当館が所蔵する和紙公図につい

て話をしました。 

長野市公文書館には現在、明治時代以降に作成された長野市

域の和紙公図（閉鎖図面）が約 4,000点所蔵されており、土地

家屋調査士の皆さんにとって仕事上利用価値の高い資料とし

て閲覧される方も増えています。講演ではアーカイブ（記録保

存）の必要性や和紙公図の特徴などを話し、受講された方から

は「非常に大切なことだと思った」、「過去の記録は失われると

2度と見ること 

ができない」、 

「重要記録はし 

っかり保管して 

ほしい」、「地図 

はデジタル画像 

にしてほしい」 

等の感想や要望 

をいただきまし 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 21 日 西三才老人クラブからの依頼により「長野
市の歴史」について、公民館を会場に当館専門主事によ
る「出前講座」を行いました。 
 
 

[調査・移管] 

４月 21 日～22 日 平成 26 年度末に保存年限が終了し
た市役所文書（5年・10年・30年保存）の評価選別作業
を行い、歴史的に重要な公文書を当館に移管しました。 

5 月 20 日 鬼無里支所に保管され調査選別が終了して
いた「旧鬼無里村役場文書」の移管作業を行いました。 

長野市公文書館便り第 23号            平成 27年 8月 11日 

先ごろ、札幌市に居住の方から自身が所蔵されている

古文書について電話をいただきました。その方の話によ

ると先祖が松本藩士で、その古文書は曽祖父、祖父、父

の３代にわたって大切に保管されてきたものだそうで

す。文中に「弘化四年」「大地震」「善光寺云々」等の記

述があることから、江戸時代の長野に関する記録ではな

いか、できればその内容を知りたいということで当館に

連絡をいただいたのです。後日、北海道立文書館に依頼

し撮影したという画像データを送っていただきました。 

その内容は、弘化４年（1847）、善光寺平に甚大な被

害をもたらした「善光寺地震｣の被害状況を書き留めたも

のでした。地震発生時（3月 24日）の家屋倒壊や火災の

状況、山崩れによって現出した犀川堰止湖の決壊後（4

月 12日）の水害状況等が村･宿場別に記述されており、

その範囲は犀川が蛇行する水内郡（長野西山地区）から

犀川と千曲川が合流する善光寺平、さらに千曲川下流の

飯山藩領まで広い地域にわたっています。記録者は矢代

（屋代）宿の問屋業・松崎平左衛門外で、この松崎報告

を含めて書き手の異なる３通の書状が繋ぎ合わされ、一

巻の巻物に仕立てられています。村ごとに被害戸数や死

者人数が記録されており、具体的な被害状況を知ること

ができる貴重な史料といえるでしょう。この書状がどの 

 

ようにして所蔵者の家に伝わったのか、また書き手の異

なる書状がどのような理由で一巻にまとめられたのか、

それらは知るよしもありませんが、文書の内容もさるこ

とながら、信州と遠く離れた北海道の地で大切な文書と

して守り継いできた方々がおられたということに思いを

馳せるとさまざまな感慨がわいてきます。 
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27 年(2015 年) 8 月 11 日 

[公開資料（４月～７月）]  

・金井家文書２ （ 758点 ）近世の箱清水村関係史料 

・図書      （ 105点 ） 

ⒸNaganoCityArchives 
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SUMMER 

長野市公文書館 
所 在 地 長野市箱清水一丁目３－８ 長野市城山分室内(〒380-0801） 
電 話 ０２６－２３２－８０５０  Ｆ Ａ Ｘ ０２６－２３２－８０５１ 
Ｈ Ｐ http://www.city.nagano.nagano.jp/naganoarchives/ 

又は  長野市公文書館 で検索 

E - m a i l shomu-9@city.nagano.lg.jp 

開館時間 午前９時～午後５時（閲覧申込みは午後４時３０分まで） 

休 館 日 土曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日 
年末年始（12月29日～1月 3日） 

 

こんなときにはご相談ください。 

・古い土蔵などを取り壊すので、所蔵資料を

寄贈・寄託したい。 

・所蔵資料の保存・活用を図り、後世に伝えたい。 

[視察・見学] 

4 月 23 日 信州大学教
育学部の学生さんが来
館、専門主事から当館の
概要や利用方法につい
て説明を受けました。 

 

5 月 27 日 信州新町公民館で募集した現地学習の皆さ
んが来館しました。館内での作業の様子や書庫などを見
学し、移管してある「旧信州新町役場文書」について、
大きな関心を示していました。 
 

作
業
工
程
を
見
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― お住まいの 地域のことを 

もっと調べてみませんか ― 

公文書館では、こんなことも調べられます 

・神社、寺 ・石仏、道祖神、石碑  

・昔の生活の様子 ・行事、お祭りなど 

 

【交通案内】 

●川中島バス「善光寺北」または「城山公園前」下車、

徒歩 5分  

●長電バス「城山公園入口」下車、徒歩 7分 

●長野電鉄「善光寺下駅」下車、徒歩 15分 

 

[全国公文書館長会議等] 

6 月８日～９日 全国公文書館長会議が東京都で行わ

れ、当館の館長が出席しました。 

6月 25日 県歴史資料活用連絡協議会の理事会・総会・

講習会が松本市文書館で開催され、当館からも 2人出席

しました。 

［課外授業］  

5月29日 市立城東小学校の四年生が当館で課外授業

を行いました。城山公園一帯を散策したときの疑問

（明治天皇に関わる石碑や昔の横山城はいつ頃誰が

作ったお城、殿様は？など）に、講師をつとめた専門

主事がわかりやすく解説しました。児童からは、授業

終了間際まで新たな質問が出されるなど、活発な授業

となりました。 

 
新史料 

北海道にあった 

善光寺地震の記録文書   

「善光寺地震被害状況一件 
（弘化 4年 3月 24日）」（部分） 

「弘化四未年 三月二十四日夜四ツ時大

地震ニ而近在 宿村共居家押潰即死人及

聞候宿村 一善光寺御山内并町家押潰し 

其上出火ニ而焼失仕候 尤御本堂 三門

之義者無難御本坊少々焼候（以下省略）」 

熱心に説明を聞く学生 

授業の様子 


